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われわれは、極域超高層大気ダイナミックス研究の進展のため、EISCAT トロムソレーダーサイトに国立極地研

究所の新しい流星レーダ観測装置 NTMR(NIPR/Norway Tromso Meteor Radar）の設置を行い、EISCAT レーダー観測

等を補完し、速度測定の相互比較や流星飛跡のドリフトと地磁気擾乱の関連等を明らかにすることを視野に入れた

中間圏下部熱圏大気運動の連続観測を開始した また、データアーカイブ用 Linux サーバーならびに、2 つの光学

観測ドームへのオーロラ光学観測システムの設置を行った 流星レーダーは、2001 年 3 月から EISCAT スバルバー

ルレーダーサイトの近くで観測を行っている流星レーダ NSMR(NIPR/Norway Svalbard Meteor Radar）と同様のも

ので、トロムソの T をもって NTMR と命名する。流星レーダーは中間圏上部から下部熱圏に生成される流星飛跡の

動きや拡散から風の場や温度を調べ、これらは下層の温暖化や中層大気の温暖化の大気各層間の結合による超高層

でのシグナルとしてその観測は重要である。システムは周波数 30.250 MHｚ、送信出力 7.5KW で、3 素子八木アン

テナを用いた送信アンテナと 5 本の受信アンテナによる干渉計をもち、エコーの検出と到来方向の決定を行う サ

イトには EISCAT の UHF,VHF レーダーのほか、ディジゾンデ、トロムソ大学 MF レーダーが設置されており、相互干

渉のないように同期した観測が可能となっている。観測開始後、１日約 9000 個におよぶエコーの流星雨の観測な

どもなされ、11 月の 20 日間に亘る初期観測の結果は 90km 近辺の風系が顕著な半日周期成分を持っていることを

示した。設置直後には EISCAT レーダーの長期間連続観測も実施され、これらとの詳細な比較検討、さらにはグロー

バルな総合解析が可能となっている 


